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景
況
感
悪
化
、1
年
ぶ
り

コ
ロ
ナ
第
6
波
と
資
源
価
格
高
騰
が
響
く

中
小
企
業
景
気
動
向
調
査（
1
～
3
月
期
）

業況判断DI（「良い」-「悪い」）

当
金
庫
が
行
っ
た
2
0
2
2
年
1
月

～
3
月
期
の
中
小
企
業
景
気
動
向
調
査

の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
期
間
は
2
月
21
日
か
ら
3
月

7
日
。
調
査
対
象
は
お
取
引
先
企
業

9
9
5
社
。
回
答
数
9
1
1
社
。（
回

答
率
91
・
6
%
）

業 

況
企
業
の
景
況
感
を
表
す
業
況
判
断

D
I
（
業
況
を
「
良
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全

産
業
で
マ
イ
ナ
ス
32
・
5
。
前
回
調
査

に
く
ら
べ
7
・
5
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

悪
化
は
1
年
ぶ
り
。

製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス
40
・
7
。
2
四

半
期
連
続
の
悪
化
。
半
導
体
不
足
や
コ

ロ
ナ
第
6
波
の
影
響
を
受
け
た
。

非
製
造
業
は
6
・
2
ポ
イ
ン
ト
悪
化

し
、
マ
イ
ナ
ス
26
・
3
。
再
び
ま
ん
延

防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
総
じ
て
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
。

‐
製
造
業
‐

自
動
車
部
品
は
マ
イ
ナ
ス
53
・
8
。

前
回
調
査
時
点
で
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

見
通
し
だ
っ
た
が
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
減
産
な
ど
が
響
い
た
。
減
収
減
益
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

機
械
器
具
部
品
は
マ
イ
ナ
ス
33
・

4
。
2
四
半
期
連
続
の
悪
化
。
半
導
体

不
足
な
ど
か
ら
、
部
品
が
調
達
し
に
く

い
状
況
も
み
ら
れ
、
と
く
に
輸
入
部
品

が
滞
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
業
種
も
、
繊
維
製
品
を
除

き
、
軒
並
み
悪
化
。
窯
業
・
土
石
で
は
、

原
油
高
を
受
け
て
燃
料
や
資
材
の
価

格
が
上
昇
、
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

木
材
・
木
製
品
で
は
、
す
べ
て
の
企

業
が
業
況
を
「
悪
い
」
と
回
答
。「
資

業種別天気図（数値は業況判断DI）

〔天気マークの見方〕

DI ▲50.0 ▲5.0 5.0 50.0

業　種 10～12月期
（前回）

1～3月期
（今回）

4～6月期
（見通し） 業　種 10～12月期

（前回）
1～3月期
（今回）

4～6月期
（見通し）

全産業
	▲	25.0 	▲	32.5 	▲	26.3

印　刷 	▲	36.3 	▲	80.0 	▲	80.0

製造業
	▲	31.9 	▲	40.7 	▲	20.5

食料品 	▲	23.8 	▲	39.2 	▲	21.7

非製造業
	▲	20.1 	▲	26.3 ▲	30.6 卸売業

	▲	25.4 	▲	31.6 	▲	29.5

自動車部品
	▲	53.1 	▲	53.8 	 ▲	8.8

小売業
	▲	36.5 	▲	38.9 	▲	43.8

機械器具部品
	▲	24.8 	▲	33.4 	▲	13.1

飲食業
	▲	63.1 	▲	70.0 	▲	78.9

金属製品
	▲	13.8 	▲	25.0 	▲	29.0

建設業
	 ▲	9.7 	▲	17.3 	▲	27.5

窯業・土石
	▲	17.7 	▲	55.6 ▲	33.3 不動産業

	 ▲	9.7 	 ▲	3.5 	▲	10.7

木材・木製品
	▲	14.3 ▲100.0 ▲100.0 運輸業

	 ▲	6.0 	▲	28.6 	▲	11.1

繊維製品 ▲	36.4 ▲	34.6 ▲	38.5 サービス業
	▲	18.0 	▲	22.1 	▲	30.3

材
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。

‐
非
製
造
業
‐

卸
売
業
は
6
・
2
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

て
マ
イ
ナ
ス
31
・
6
。
農
畜
産
物
・
水

産
物
関
連
の
悪
化
が
目
立
つ
。
大
雪
が

降
っ
た
こ
と
や
、
学
校
・
学
級
閉
鎖
で

給
食
向
け
の
食
材
が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
が
影
響
し
た
。

小
売
業
は
マ
イ
ナ
ス
38
・
9
。
2
・

4
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
コ
ロ
ナ
第
6

波
で
来
店
客
が
減
少
、
売
上
が
伸
び
悩

ん
だ
。
仕
入
価
格
の
上
昇
分
を
販
売
価

格
に
転
嫁
し
切
れ
て
い
な
い
。

飲
食
業
は
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
70
・
0
。
冴
え
な
い
業
況

が
長
引
い
て
い
る
。
客
足
が
遠
の
い

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
各
種
材
料
の

値
上
が
り
分
を
販
売
価
格
に
ほ
と
ん

ど
転
嫁
で
き
ず
、
厳
し
い
状
況
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。

建
設
業
は
7
・
6
ポ
イ
ン
ト
悪
化
。

材
料
費
高
騰
・
請
負
価
格
下
落
が
み
ら

れ
る
。
た
だ
、
公
共
工
事
の
関
連
は
年

度
末
を
迎
え
マ
イ
ン
ド
が
や
や
改
善
し

て
い
る
。

非
製
造
業
の
な
か
で
唯
一
持
ち
直
し

た
の
は
不
動
産
業
。
D
I
は
マ
イ
ナ

ス
3
・
5
。
た
だ
し
「
お
客
様
が
慎

重
に
な
っ
て
お
り
、
契
約
ま
で
に
時

間
が
掛
か
る
」
と
い
っ
た
事
情
も
あ
り
、

資
金
繰
り
判
断
D
I
（
資
金
繰
り
を

「
楽
」
と
答
え
た
企
業
割
合
か
ら
「
苦

し
い
」
と
答
え
た
企
業
割
合
を
差
し

引
い
た
値
）
は
、
10
年
ぶ
り
に
マ
イ

ナ
ス
に
陥
っ
た
。

運
輸
業
は
22
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅

悪
化
。
燃
料
価
格
の
急
騰
が
主
因
。
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
減
産
が
影
響
し
た
面

も
あ
る
。
夜
の
送
迎
が
戻
ら
な
い
タ
ク

シ
ー
は
苦
戦
が
続
い
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
マ
イ
ナ
ス
22
・
1
。

法
人
向
け
は
改
善
、
個
人
向
け
は
大
幅

に
悪
化
し
た
。

見
通
し

業
況
判
断
見
通
し
D
I
は
、
全
産

業
で
マ
イ
ナ
ス
26
・
3
。
6
・
2
ポ
イ

ン
ト
改
善
す
る
。
製
造
業
は
改
善
、
非

製
造
業
は
悪
化
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ

て
、
下
振
れ
す
る
可
能
性
が
高
い
。

製造業非製造業

全産業

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22（年）

→
予想

↑良い

↓悪い
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原材料・仕入価格上昇の影響
経済活動の再開やロシアのウクライナ軍事侵攻などによって、資源価格や食料品価格が高騰し、
多くの企業で原材料・仕入価格が上昇している。県内の中小企業にはどういう影響が出ている
のか、アンケートを行った。調査期間は2月21日から3月7日。調査対象はお取引先企業995社。
回答社数911社。

収益への影響

特 別 調 査

価格転嫁は、どの程度できているか
仕入価格が上昇していない 2.0

転嫁どころか
販売価格が低下
0.4

不明
7.4
100%
6.2
80%～100%
程度 13.0

50%～80%
程度 20.9

20%～50%
程度 18.0

20%以下
22.3

全く
できて
いない

9.8
（単位：%）

50.5

40.1

（単位：%）

危機的な
悪影響
2.4

わからない／その他 3.7
好影響 0.7

かなりの
悪影響
35.7

多少の
悪影響
45.7

影響は
ない
11.8

原材料・仕入価格の変化（1年前との比較）
24.925

20
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5

0

（%）

17.2

11.8
16.1

8.1
4.5 3.1 4.3

0.7

9.3
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％

15
〜
20
％

20
〜
25
％

25
〜
30
％

30
％
以
上

低
下

不
明

上昇

仕入品の量や質の確保

仕入先の見直しを検討する際に重視する点

原材料・仕入価格判断DIと販売価格判断DI

56.6仕入価格
41.5商品の品質

38.8安定供給力
18.9配送・納期の融通

15.8　日ごろからの付き合い・紹介
5.8　注文単位

1.6　支払期日・支払方法
1.5　SDGs等、環境問題への取り組み
0.5　その他

28.9見直しは検討していない （複数回答）

（単位：%）

80

60
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20

0

-20

-40

差
58.2

差
51.9

64.6

12.7

原材料・仕入価格

↑ 上昇

↓ 下落

販売価格

07　  08　 09　 10　 11　 12　 13　 14　 15　 16　 17　 18　 19　 20　 21　 22（年）

原材料・仕入価格判断DI：	
原材料・仕入価格が「上昇した」と答えた企業割合から「下落した」と答えた企業割合を差し引いた値。 
販売価格判断DI：	
販売価格が「上昇した」と答えた企業割合から「下落した」と答えた企業割合を差し引いた値。

できている
49.2

できて
いない
（問題を  
抱えている）
50.8

（単位：%）
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「
悪
影
響
」が
8
割
を
超
え
る

原
材
料
・
仕
入
価
格
の
上
昇
は
、
企

業
収
益
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
。

「
危
機
的
な
悪
影
響
が
あ
る
」
と
回

答
し
た
企
業
は
2
・
4
％
、「
か
な
り

の
悪
影
響
が
あ
る
」
は
35
・
7
％
、「
多

少
の
悪
影
響
が
あ
る
」
は
45
・
7
％
と

な
っ
た
。
三
つ
を
あ
わ
せ
る
と
80
％
を

超
え
た
。
一
方
、「
影
響
は
な
い
」
と

し
た
企
業
も
11
・
8
％
あ
っ
た
。

飲
食
業
で
は
、す
べ
て
の
企
業
が「
悪

影
響
が
あ
る
」
と
回
答
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
来
店
客
が

企
業
収
益
へ
の
影
響

減
少
す
る
な
か
、
仕
入
価
格
高
騰
が
業

績
悪
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
運
輸

業
も
9
割
以
上
が
「
悪
影
響
が
あ
る
」

と
答
え
た
。
原
油
高
騰
が
燃
料
費
を
押

し
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
原
材
料
・
仕
入
価
格
は
、
1

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
を
尋
ね
る
と
、「
5
～
10
パ
ー
セ
ン

ト
の
上
昇
」
と
答
え
た
企
業
が
24
・

9
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

（
46
・
5
％
）。
逆
に
少
な
か
っ
た
の
は

運
輸
業
の
17
・
2
％
。
飲
食
業
は
1
社

も
な
か
っ
た
。

同
時
に
行
っ
た
景
気
動
向
調
査
の
原

材
料
・
仕
入
価
格
判
断
D
I
と
販
売

価
格
判
断
D
I
は
、
そ
れ
ぞ
れ
64
・

6
と
12
・
7
と
な
っ
た
。
乖
離
の
幅
は

51
・
9
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
2
0
0
8
年
7
～
9
月
期
以
来
の
大

き
さ
。

全
体
と
し
て
十
分
な
転
嫁
が
行
わ
れ

て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

価
格
転
嫁

十
分
で
な
い
価
格
転
嫁

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、
仕
入
価
格

上
昇
分
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
転
嫁

で
き
て
い
る
企
業
が
40
・
1
％
と
な
っ
た
。

内
訳
を
み
る
と
、
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

を
転
嫁
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
は
2
割
に

満
た
な
い
。

他
方
、
上
昇
分
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
未

満
の
転
嫁
・
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
・

販
売
価
格
が
低
下
し
た
企
業
は
、
50
・

5
％
と
過
半
数
に
達
し
た
。

業
種
別
で
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
転
嫁
が

で
き
て
い
る
企
業
が
多
か
っ
た
の
は
、

卸
売
業
（
67
・
5
％
）
や
小
売
業

量
や
質
の
確
保

「
で
き
て
い
る
」「
で
き
て
い
な
い
」拮
抗

昨
今
、
調
達
遅
延
・
数
量
確
保
困
難

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
。
仕
入
品
の

量
や
質
が
確
保
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

を
問
う
と
、「
確
保
で
き
て
い
る
」と「
確

保
で
き
て
い
な
い
（
問
題
を
抱
え
て
い

る
）」
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
た
。

こ
の
う
ち
、「
確
保
で
き
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
企
業
が
、
ど
の
よ
う
な
対

応
策
を
講
じ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

「
販
売
先
へ
の
納
期
の
調
整
」「
同
等
品

質
の
代
替
商
品
の
調
達
」「
仕
入
先
の

変
更
・
多
角
化
」
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。

仕
入
先
を
見
直
す
上
で
の
重
点

仕
入
価
格
を
重
視

仕
入
先
を
見
直
す
動
き
も
出
て
い

る
。
見
直
し
を
検
討
す
る
場
合
の
重
視

す
る
点
に
つ
い
て
、
最
も
多
か
っ
た
の

が
「
仕
入
価
格
」
で
56
・
6
％
。
次
い

で
「
商
品
の
品
質
」
の
41
・
5
％
。
以

下
、「
安
定
供
給
力
」
38
・
8
％
、「
配

送
・
納
期
の
融
通
」18
・
9
％
と
続
い
た
。


